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米洲行日誌（lb
京都帝大教授山本一清
　1937年7月6昼（火曜日）
　朝4時に温き，5時孚，昨日の飛行機“サンタ・マリヤ”號で薄暗い飛行場をμ1
獲した．フ。セト機に比べて，Y・kのシコルスキ機は構造も，内部の設備も格段の
相違がある．危瞼などいふ念は少しも起らない．御座敷が其のま玉察に浮んで
みるやうな感じである．乗客定員14名，飛行士2名，ボ1イ1名が乗り込んでみ
る．座席は柔かく，影響も高くない．ゆっくり詞書も出治る．高さは準均3000
米ぐらみな所を飛んでみる．食事は二三な着陸地で認める．
　今日は，ガヤキル出磯後，コロンビヤ國のトマコとブtLナベントゥラとに30分
つつ着水し，13時牛，パナセ地峡を越えて，無事にコnンに着陸．暫く此のコ
ロンクリストバル市に乱臣した後，16時50分に汽車で出嚢，18時孚パナマ市に
着き，迎へられて素本領事の官宅に二つ7c．
　夜，領事夫妻，天野氏等と日食の話しなどする．
　7月7日（水曜日）
　ペル1では全く見なかったが，此のパォマでは隔日朧雨がやって來る．朝食
後，話本領事夫妻に案内されて市パナマの破壊された教濡鼠ゐ跡など見，それ
から市内外をドライヴした・午餐は少し早く頂き，逸られてバルボア港に入港
中のサンタ・バ1バラ號に乗り込んだカヤオから既に乗り込んでみる柴田・堀
井爾君は天野氏に諮れられて一時間ばかり上陸し市中をドライヴした．
　船は13時にバルボアを出帆し，パナマ蓮河を通過する・自分は昨日此の邊り
を，飛行機で飛び，叉，汽車で蹄って來たので，こんど船で通過するのが，3
度目の通過であるわけだが，三つとも皆趣ぎが遠ってみて，面白い．幾つかの
閾門，切り割b，天然の湖，人工の湖，瀧，川など，船の速度も速かったり，
逓かつたり，非常に墜化が多い・50哩の蓮河にも案外長V・時聞を費して，クリ
ストパル港に入ったのは22時50分であった・碇泊時間が可なりあるので，三人
で上陸し，夜牛の街路を散歩しkが，まもなく錦って眠る．
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　去七月4日，チウリヒのフィンスラ1氏が一新彗星を蛮熱したといふニウスが
新聞に載ってみる・叉，回る人に聞けば，吾々の鍔際生活をフィシャ博士が撮影
した活動映謝が，既に藪日前町の市申の常設館でニウス・リ1ルとなって上映
されたといふ・
　7月8日（木曜日）
　船は今朝4時50分にクリストバルを出帆，一路ニウヨ1クに向ふ・
　7時孚に起床して，船の中をうろつく・
　正午の舶の位置に西経78。57’，北緯11。03’．風は東北東．
　7月9日（金曜日）晴れ・正午の船の位置は西纏76。14，北緯16。07’，昨日よりの航程343
浬，時速14．3浬．昌ウヨ1ク迄は1497浬．
　のん氣に本を讃んだり，口誌をかいたり，夜21時から甲板で活動映露がうつ
されたりした．波はおだやか・
　7月10日（土曜日）正午の船の位置は西経74。2G’，北緯21。52’，昨日よりの航程382浬，
時速159i里．　昌ウヨ量ク迄｛ミ1115i里．
　今吾々は西インド列島を抜けるところで，今日書の間は朝から夕までAnk一
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】kl島が右舷に近く見えてみる・夜は左舷にワ1・リング島の燈憂が手に取る如
く見える・ワトリング島は近しコロンブスが磯見したサン・サルパトル島だと
言はれてるる．して見ると，今吾々が通ってみる海のあたりは，1492年10月il
日の夜，（島の二見の前夜），コUンブスが“何だか，火が見える”と言ふ水夫
の聲；に心を躍らせて，船の進行を！hめ，夜の明けるのを待つた其のあたりの海
上である．
　船では15時牛に子供祭が催される。吾々は3人が集って，北米族行の計謝を
相談した．事務長の厚意により自分は第44號室から第31號室に移る・
　7月11日目日曜日）．正午の船の位置は西経74。23！，北緯28。ll’．波は非常におだやか．咋
日よujの航程379浬，時速ZF均15．8浬．＝ウヨ1クまで｛∬36浬．
　朝10時牛，サPンにて禮拝があり，アライアンス派のE．A．　Prentice牧師
の論義があった．霊感，自分ば同牧師と話した．氏はカナダのトロンFの人だ
と言ふので，ト・ント市外リチモンド丘の新天爵豪の位置など聞く・氏は宿の
ことなど種々親切に話され，又，同涙のニウヨ1ク，1トロントとの未知の牧師
へ紹介歌を書いて貰った．
　15時，例によって船火事の演習があった．20時，御別れの晩餐．
　7月12日（月曜日）正午の船の位置に西経74。28！，北緯34。2Y，昨日よv】の航程370浬，2卜
均時速16．09浬．＝ウヨiクまでは366浬．
　今朝，時計が塒間進められて，＝ウヨ1ク市中の夏期時刻と同一になった．
明日上陸なので，皆，荷作りなどで忙しい・夜にはそれも二って，甲板で競馬
遊戯が催される．
　7月13日（火曜日）
　どうしたものか，船ぱニウヨiク港外まで來て，急に速度をゆるめ，岸壁に
着いたのは14時であった・港外は波がおだやかであったが，もやと霧とで，遠
望が利かす，スカイ・スクレ1パの林立する肚観も少々失望的であった・
　上陸して，税關検査も簡軍にすみ，取り敢へす第74番街のキンバリ1ホテル
に入る・午後は日本総領事館を訪れ，それから改暦協會，中央停車場，等々を
見，22時牛に蹄宿した・中々暑V・．
　7月14日（水曜日）
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　朝10時，ホテルから近くにある天然理學博物館に行き，数年來此の中に薪設
されたへィデン・プラネタリウムを訪ねた．ワンチャコで日食槻測を共にやった
フtシャ博士は不在であったが，しかし槻測除員であったBarton氏，　Adamson
氏，Bennett女史等に會ひ，バ1トン氏はド1ムや廊下の陳列品等を詳細に案
内された・ド1ムの中の星の投影審は勿論大阪のものと殆んど同じであるが，
しかし細かい所は可なり攣ってみる．スヰチ板などは，ロスアンゲレスのもの
と同様に，多少薔式であるが，其の他に於いては此のニウヨ1クで改良の施さ
れた部分も少なくなV・・例へば朝の日の出と雲の景色など美事である・しかし
オ！ロ1うは，回りζわ過ぎて，少々失敗に近いと思ふ・星座の名は杢部取り
去り，星座の圓謁を別々に投影する仕揖けになってみるが，書圖は手製で皆拙
である・手で持つ指示燈の明暗の加減は非常に良い・此のプラネタリウムでは
以前の頃からの引きつづきで大きい隙星を澤山集めて，陳列してみるのは世界
第一で，．全く羨しい限りであり，街ほ，アリゾナ損星坑からの隙鐵の小片を壷
店で費ってみる・又，別室には太陽系の模型を，天井から酷り下げた形で，運
縛してみるのは非常に良い構造と思ふ・…般入場者の入場料は15仙で，講演は
午後に敷回と，夜に1回とである・
　此の日，午後，三人で下町へ行き，バテリ1公園を散歩した・
　夜，京都へ國際電話をかけたが，室電が多くて，非常に聞こえにくく，時聞
を費した・
　7月15日（木曜日）
　午後，キンバリ1ホテルから，同じ町筋の國米に移る．
　＝ウヨ1ク・タイムス紙を見ると，・・1バ1ド大憲天文壷のW．A．　Ca・lder
氏が最近の研究獲表中に，プレヤデス星群中のPieione星の光輝が鍵動ずるこ
とを確かめ，湿れが昔しから多くの民族間に言ひ傳へられてるる“見失はれた
一入のニンフ”でなV・かと言ったやうな思ひ付きを述べてみると記してみる・
プレヤデスの光輝研究の目的で撮：つた為翼原板は1914年來澤山保存されてある
ので，麟朝してから調査して見ようと思ふ・
7月16日（金曜日）
　10時，ダウンタウン第五街のプレスビテリヤン敏魯中央事務所に，魚木教授
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の紹介でSyroka女史を訪ね，更に同女史から紹介されて，隣室のHallock女
史にも會つた・Rockfeller當主に會ひたV・と思ふのだが，暑中で遠方に邊暑放
生中の由でfダメらしい．
　ラィンスラ1彗星が北天を運行してみるので，新聞記事にも評制は高い．8月
上旬には光輝も増し，距離もよほど近くなるらしV・・
　7月17日（土曜日）
　午前中，猫りで宿から近いコロンビヤ大學を訪ねたが，天丈豪の主任シルト
教授は北方へ族行中であるといふので，只，外部から屋上のド1ムを見ただけ
で引き上げた・此のド1ムと，其の中に納まってみる20吋の赤道儀は比較的証
し）・もので，近年死なれたJacob教授の置き土産であるが，しかし構内の片隅
には今尚ぼ回しの小さいド・1ムと子午線室が残ってみる・之れは近々に取りこ
はされるらしく，既に人夫が入ってみる模様である・
　午後，暑いので，涼みかたがたプラネタリウムへ叉出かけた・冷房がしてあ
るので，甚だ良い・しかし，今日もフ1シャ氏は不在であった・
　7即8日（日曜日）
　柴田堀井爾君をコロンビヤ三二構内へ案内して置いて，自分は約束により10
時よりSyroka女史と共にリゾサイド通りのバプテスト教會へ禮拝に行った．
一r度今日はフォスヂク牧師の夏期読敏の第一回6’　Dignity　of　Being　Up－to－Date
とV・ふ題で，明快に話された・式後，同牧師に會ひ，それから教會の高塔に登
り世界一のベルを見，叉建築の内部を詳細に案内された・正午にほユニオン聯
學校食堂に入り，午後は女史と共にハドソン河を川上ヘトライオン公園まで散
歩し，16時頃に露宿した．
　7月19日（月曜日）
　朝9時40分（標準時）Greyhoundのバスで三人がニウヨ1クを出畿，プリンス
トン，トレントン，フィラデルフぜヤ，ボルチモア等の市街を経て，19時20分に
ワシントンに着・パ1クサイド・ホテルに投宿した・車中，可なり暑かったが，
種々の意味に於V、て良い経験であった．
　7月20日（火曜i日）
　輔10時，車を雇って，3人は先づマサチュセツ通りの日本大使館を訪れ，其れ
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から眞つ直ぐに海軍天文豪を訪ねた．幸ひロバ1トソン博士やリウィス夫人も
居られ，副主任とも言はれる．ブル1ワ博士に會ひ，暫くペル1の話などした後
構内の諸設備を参観した．最初に報時部，次で“26吋”赤道儀，“6吋”レプソ
ルト子午環，“8吋”ピストル・マルチン子午環，爲眞天頂儀，“40吋”リチ1・ク
レチアン式反射鏡，“15吋”天禮爲眞儀の順であった．中にも最後の二つ，巳llち
“40吋”反射鏡と“15吋”爲眞儀とは最近年に据え付けられたもので，非常に
敏へられる所が多かった・リチいクレチアン式反射鏡は滝野が廣くて，出面
が屈曲してみるため，乾板を氣墜で曲げる装置であるが，減れで，七日來フィン
スラ1彗星の両翼撮影をしたとかで，其の乾板を別室で見せられた・去る6月
8日の皆既日食観測のため此の天文i毫主任Hellweg大佐やWillis氏等は遙々
Canton島まで出かけたのであったが，　Heilweg大佐は“漸く昨日六って來ま
した”といふ挨拶と共に御目にかxつた・又，若いWillis氏は立派なコロナ
三池原板を見せられた・吾々も亦ワンチャコで撮った内部のコロナの陽書を1枚
寄継した．
　正午過ぎ，リウィス夫人の車に邊られて宿に離る・
　7月21日（水饗日）
　午前中，3入でポトマク河の堤上の日本櫻を見，それから議事堂の内外を見
物した後，國海潮書館を参観し，自分は理學史家ブラシ博士にも會って，再建
の挨拶と種々の話しを交した．
　午後は自分濁りでカiネギ學院を訪ひ，素面せられて，エイトケン博士の二
重：星目録1部を頂いた，3く，其の後，National　Geographic　Societyを訪ひ，會
々同所に勤務してみるられる村山順氏に註して，川村教授の話などした．此の
會の陳列室は廣くて，誠に見事である・
　7月22日（木曜日）
　朝9時x＆xの汽車で，11時25分にフ4ラヂルフィや着・京都にかつて來たことの
あるHaworth氏を訪ねてYMCAに至り，此所にとまる・
　午後は13時41分護の地方列車で，郊外のスワ1スモア大品天文蜜を訪ひ，ミ
ラー名轡憂長やMohler並等に會ひ，　F　1ム内にある“24吋”赤道儀を見た・
之ほ今グレ1チングを使用しつN光電光度計による研究が，恒星視差研究と共
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に行はれてるる・暑い日であったが，研究室でミラ1博士等と，ペルーの日食
の話をした・博士もペルiへ観測に來られる筈であったが，病氣のため中止ぜ
られたのだといふ・
　吾々3入は，博士に連れられ，大匠構内の蕾天文憂を見た後，其の私邸に案
内せられ，晩餐を饗ぜられ，日渡頃1汽車で費府に二つた．ミラ1博士と自分
とは，米國でも，日本でも，スマトラでも，何度も倉つたことのある馴じみで
あるが，夫人は数年前に逝去せられたとV・ふ・
　7月23日（金曜日）
　朝10時，宿の近くのフランクリン學院内にあるフェルス・プラネタリウムを訪
ねた．主任J．Stockley博：士及び職員Schlesinger氏に迎へられ，ド1ムや，天
二言三三開係の陳列を詳細に案内せられる・此のプラネタリウムは米國内第2
のもので，ド1ム内の投影機は，多少特徴のある改良も施され，中にも極光や
薄明の現象や，星座圖などに苦心が彿はれてるる・三二の陳列品の中には時計
の種々の型があり，叉，一般入士のために光學品の工作室が作られてみる・荷
ほ此の天丈部は，ロスアンゲレスのと同様に，望遠鏡で人々に天罷を観望せし
めるため，ツァイス製の“10吋噂”赤道儀と，フェカ1製“24吋”反射鏡とが据え
られ，之れ等は毎夜公開されてるる．望遠鏡の室はド1ムでなしに平たい上り
屋根なのも珍らしいと思った．
　一一meり参観した後，正午には大二二會所で饗懸せられ，其の後，ストクリ博
士に案内されて，先づ郊外のUpper　Darby村にあるペルシルrf　＝ヤ大三所驕
“フラワ1二丈毫”を訪ねた．蔓長Olivier．博士は不在であったが，　Barton，
Taylor．爾氏に會ぴ，“18吋”赤道儀や，子午環や，天頂儀を見た・すべて，型
は薔式で，只，赤道儀のみが懊形光度計と共に今は使用せられてるる有様であ
るが，オリギや豪長が流星の專門家であるから，［1：むを得ないものか1　しか
し天頂儀は昔しDoolittle豪富が緯度二化の槻測に用ひた有名なものである．
　この天文壷を見た後，更にストクリ博士は吾々を・Wynnewood村の有名な
CQok氏の私立天文毫に案内された．主人Cook氏は目下重病で會へなかった
が，令嬢と，二丈壼主任Mohler氏が内部設備を詳しく案内された．主な器械
は“24pt”フエカ1製の反射鏡（焦黙比4疹押型，籠式），“6吋”ロス玉の廣
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角天二二三儀（杢二大の乾板使用），クク氏自製の子一午儀，水干式太陽鴇眞儀（シ
デロスタト鏡は口径2斗吋），小型分光太陽鏡等であって，皆實によく活躍してみ
る．天然色窩眞の巧みな慮用も感嘆させられた．此の充實した天文憂は，殆ん
どアマチ，アの域を脱した優秀なもので，米國でも此の種の随一と考へられる．
　ちなみに，聞く所によると，ストクリ博士は，去る六月8日の皆既日食を見
るため，プリンストン大回天文豪のStewart博士と共に，先づハワイへ行き，
ホノルルからパナマへ直航する貨物船Steelmakerといふ船に乗り合はせて，
丁度日食の日にホノルル港の東南約200浬ぐらみの黙で，航海中に皆既日食を
見たのだといふ．其の黙では皆既の時聞が7分02秒と計算されてみたが，船の速
度のために更に4秒時だけ延びて，結局，観測し得た皆既時間は7分06秒であっ
た．之は實に今日までの長V・皆既時間の世界七言巳録であると，氏等は誇ってみ
るが尤もな話である・今後も，多分此のレコ1ドを破る人は近い將來にはある
まいと思はれる・しかし，何ぶん船の上のことで，氏等は小型の窮眞のほか，
コロナの撮影は，しなかった由である．
　17時，フェアモン
ト公園を通りぬけて
吾々は一且フィラデ
ルフィヤの宿へ灘り
荷物をまとめて，18
時爽の汽車に乗り，
21時にニウヨ1ク着：
市内で食事をすませ
て，23時國米に郎着
した．
　太陽面に且大な黒
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＝ウヨ1クの夜景
黙が現はれたと言って，新聞は大脳ウスを出してみる・（つづ⇔
締切二更．編輯の都合で本誌の原稿・窮眞及び廣告の締切を毎月25日（特に急
なものは月末）に攣更いたします．
